性能評価申請図書
(ホルムアルデヒド発散建築材料)
申請する内容は以下のとおりです。この申請図書及びこの申請に関連して提出する資料の記載事項は、事実に相違ありません。
(1)会社概要

	申請会社の概要
	会社名
	○×産業株式会社

	
	所在地
	〒103-0000　東京都中央区日本橋○○町＊―＊―＊＊　△△ビル＊階

	
	電話番号
	03-****-****

	
	代表者名
	○×　太郎

	
	設立年月日
	　19**年**月**日

	
	従業員数
	　○○○　人

	申請仕様の製造工場
	工場名
	(会社名)　株式会社○×工業　　　　(工場名)　○×生産工場

	
	所在地
	□国内　　　　　　　　□海外(国名：　　　　　　　　　　　　　　　　　)

住所：　埼玉県◎◎市◎◎町＊－＊＊－＊＊

	
	電話番号
	　048-***-****

	
	認証等概要
	ISO9001認証、JIS・JAS認証の有無（申請仕様以外でも可）
□あり　認証日：20**年**月**日　　認証番号：******
認証概要：ISO9001　建築物の設計、工事監理及び施工（維持保全を含む）
□なし　　　　　　　　　　　　　　　　　※認証概要は認証書の写し添付も可

※記入ができない部分は空欄でも可

	ホルムアルデヒド低減化処理剤

使用の有無
	□使用（→別様式の低減化性能に関する報告書及びMSDS提出）(P13参照)
□不使用


(2)申請仕様に関する資料　　　・・・別添のとおり　
･･･（P2～P9参照：例1／板状材料、例2／壁紙、例3／仕上塗材、塗料、接着剤）
(3)技術資料　　　・・・別紙のとおり　･･･(P10～P17参照)
(注) 以下◇の資料に関しては、申請仕様で該当しない場合には不要です。
○施工仕様及び施工図　･･･(P10～P11)
○製造方法に関する資料　･･･(P12)
◇ホルムアルデヒド低減化処理剤を申請仕様に含む場合：別様式の報告書、及びMSDSを添付　･･･(P13)
◇木質系の材料を含む場合：性能評価申請に係る確認書　･･･(P14)
○試験体の作製に関する資料及び試験体採取報告書（試験体提出時に添付）　･･･(P16)
○試験体を申請仕様の製造工場で製造したことを示す書類（納品書、製造証明書等。写し可）　･･･(P15)
(4)その他担当者が指示した資料

※これにより取得した個人情報は、性能評価事業の実施並びに性能評価、試験、システム審査、標準化、調査研究の事業に関する情報をお知らせするために使用し、第三者への開示を行わないなど個人情報保護法に則った適正な管理を行ってまいります。
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申請仕様に関する資料（別添）の作成について

※この資料について

本資料では、別添の記載例として、化粧板、壁紙、塗材の3種類を用意しております。

①青字のゴシック部分は、解説・説明のために記載したものですので、実際の提出資料に記載は不要です。

②網掛けにした部分は、申請される内容に対応した規格番号、数値等について記載してください。
③申請仕様に関して記載された情報は、評価対象内容として引用する部分になりますので、対象材料を明確に特定できる記載としてください。
「１．材料名」を記載される上での注意点

①材料名は、一般名称で記載してください。

「２．申請仕様の形状・寸法等」、「３．申請仕様の材料構成」を記載される上での注意点
※表1の形状・寸法等を記載される上での注意点

①申請される建築材料について、その仕様が明らかになるよう記載してください。
②大きさについては、標準サイズを記載してください。

③密度と質量については、いずれかを記載してください。
④表面の形状がエンボスの場合にはその程度も特定してください。

※表2の申請仕様の欄を記載される上での注意点

①表面側の構成材料から順番に項目を記載してください。断面図の説明と項目の内容を一致させ、それぞれの仕様について記載してください。

②製品の評価ではありませんので、商品名の記載はできません。品目名は一般名称にて記載してください。
③申請される材料の構成を、項目毎に仕様が特定できるよう記載してください。各材料に関して、特定すべき内容として、別途「申請仕様の特定方法」の資料を用意しておりますのでご参照ください。
④各材料は、ホルムアルデヒド又はホルムアルデヒドを発散するおそれのある材料(ホルム系材料)の有無に着目し、その量を特定してください。

ホルム系材料：ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤を含む材料
(接着剤の場合には、メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒を含む)
⑤ホルム系の成分を含む材料については、材料構成を明らかにしてください。

⑥接着剤・塗料の成分は「組成」としてください。
※試験体の欄を記載される上での注意点

①申請仕様の欄が確定した後で、担当者と試験体の打合せを行います。打合せ内容に基づき、申請仕様の項目毎に、試験体の仕様を記載してください。

②試験体には範囲、管理値の記載はできません(ex.試験体の密度○○[±○]kg/m3は不可)。

③試験体が申請仕様と同一の場合には「同左」としてください。
「４．断面図」を記載される上での注意点

①断面図により、断面構成と厚さの関係がわかるよう図示してください。

②図面は、鮮明なものとしてください。

③塗料や接着剤等を塗布量で管理する場合は、厚さを記載する必要はありません。
④表裏面が異なる場合には、室内に面する側を「表面側」として下さい。
＜例1：板状材料(化粧板)＞
別　添
1. 材料名：

　化粧パーティクルボード 
2. 申請仕様の形状・寸法等：
申請仕様及び試験体の形状・寸法等を表1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
表1　申請仕様及び試験体の形状・寸法等

	項　　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	平板
	同左

	表面の形状
	平滑又はエンボス※
	平滑

	厚さ
	○○～○○mm
	○mm

	表面化粧
	両面、又は片面
	両面

	大きさ
	標準：○○×○○mm
	50×150mm

	密度
	○○[±○]kg/m3
	○○kg/m3


※：エンボスの形状の程度（例：微細な凹凸、深さ0.1mm以下　等）
3. 申請仕様の材料構成：

　申請仕様及び試験体の材料構成を表2に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
■板状材料の材料構成を記載される上での注意点
※パーティクルボード及びMDFの場合には、使用する木材について天然材であるか加工品等の再利用材であるか、またその比率を明らかにしてください。加工品等の再利用材については、何を再利用した材料であるか等、別途確認いたします（材料の特定が必要です）。
※基材のみの材料の場合には、その項において、材料構成、接着剤等を記載してください。
※複数の組み合わせがある場合、あらかじめ表形式（EXCEL等）でまとめた書類をご連絡ください。

※接着剤の組成、基材の材料構成及び比率については、製造処理時の量の場合は「製造時」、硬化後の量である場合は、「固形量」として下さい。

※申請仕様に幅がある場合（製造条件で分けることができる場合等）は、狙い値を範囲で○○[±〇〇]～○○[±〇〇]とし、公差ばらつきの場合には、○○[±○○]として下さい。（「±〇〇」は公差(許容差)
※仕様により材料のあり、なしがある場合には、当該材料に「又はなし」を記載して下さい。

※複数の仕様がある場合には、列記いただいても構いません。材料の種類、厚さ、質量をそれぞれ特定して下さい。

表2　申請仕様及び試験体の材料構成

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(1)表面塗装
	材料：次の①、②のいずれか一つ又は混合

①　○○○○系○○○○形塗料（非ホルムアルデヒド系）
②　○○○○系○○○○形塗料（非ホルムアルデヒド系）
塗布量(固形量)：○○～○○g/m2
	材料：○○○○系○○○○形塗料（同左）
塗布量(固形量)：○○g/m2

	(2)基材
	材料：パーティクルボード

厚さ：○○～○○mm

密度：○○[±○]kg/m3
材料構成及び比率(固形量)：

　木材チップ　　　　　○○～○○質量％

　接着剤　　　　　　　○○～○○質量％

　その他添加剤など　　○○～○○質量％
　　　　　　　　　　　　　(合計100質量％)
木材樹種：天然の広葉樹(○○○○、○○○○)

　　　　　又は天然の針葉樹(○○○、○○○)

接着剤：ユリア樹脂系接着剤
組成(製造時)：

ユリア樹脂　　○○～○○質量％

○○剤　　　　○○～○○質量％
　　　　　　　　　(合計100質量％)
単位体積あたりの接着剤固形量：

○○kg/m3(厚さ○mm)～○○kg/m3(厚さ○mm)
	材料：同左

厚さ：○○mm

密度：○○kg/m3

材料構成及び比率(固形量)：

　木材チップ　　　　　○○質量％

　接着剤　　　　　　　○○質量％

　その他添加剤など　　○○質量％
　　　　　　　　　(合計100質量％)
木材樹種：○○○○

接着剤：同左
組成(製造時)：

ユリア樹脂　　○○質量％

○○剤　　　　○○質量％
　　　　　　(合計100質量％)
単位体積あたりの接着剤固形量：

○○kg/m3

	(3)接着剤
	材料：メラミン樹脂系接着剤

組成(製造時)：

メラミン樹脂　　○○質量％
○○○剤　　　　○○質量％
　　　　　　　(合計100質量％)
塗布量(固形量)：○○[±○]g/m2
	材料：同左

組成(製造時):同左

塗布量(固形量)：○○g/m2

	(4)裏当材
	材料：○○○○樹脂シート（非ホルムアルデヒド系）、又はなし

形状：○○○状
厚さ：○○[±○]mm

質量：○○[±○]g/m2
	材料：○○○○樹脂シート

形状：○○○状

厚さ：○○mm

質量：○○g/m2


注：非ホルムアルデヒド系とは、第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当せず、塗料は「ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤」を使用していないものであり、接着剤においては更に「メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒」を使用していないもの。
4. 申請仕様の断面図： 
申請仕様の断面を図1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
■断面図を記載される上での注意点
※集成材の場合には横はぎ幅の寸法を併せて記載して下さい。
※厚さは製品としての厚さを記載してください。
※厚さは、表１の厚さと整合している必要があります。

(表面側)
 t：○○～○○mm
図1　断面図
＜例2：壁紙＞
別　添

1. 材料名：
○○○○系壁紙
※材料名は主素材に応じて以下①～⑤より選択して下さい。
　①紙系壁紙、②塩化ビニル樹脂系壁紙、③プラスチック系壁紙、④繊維系壁紙、⑤無機質系壁紙
2. 申請仕様の形状・寸法等：

申請仕様及び試験体の形状・寸法等を表1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
表1　申請仕様・試験体の形状及び寸法等
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	形状
	シート状
	シート状

	表面の形状
	平滑、凹凸模様
	凹凸模様

	厚さ
	○～○mm
	○mm

	大きさ
	標準：○○mm×○m
	200×150mm及び400×150mm

	質量
	○○～○○g/m2
	○○g/m2


3. 申請仕様の材料構成：

　申請仕様及び試験体の材料構成を表2に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
■壁紙の材料構成を記載される上での注意点
※壁紙の場合には、表面材、主素材、裏打材に大きく分類し、項目毎に材料をそれぞれ特定してください。
※先付け接着剤がある場合には、剥離紙の特定は不要です。（建物に取り付けられた状態での仕様を特定してください。）
※接着剤の組成、基材の材料構成及び比率については、製造処理時の量の場合は「製造時」、硬化後の量である場合は、「固形量」として下さい。

※申請仕様に幅がある場合（製造条件で分けることができる場合等）は、○○～○○とし、公差ばらつきの場合には、○○[±○○]として下さい。

※仕様により材料のあり、なしがある場合には、当該材料に「又はなし」を記載して下さい。

※複数の仕様がある場合には列記いただいても結構です。材料の種類、厚さ、質量をそれぞれ特定して下さい。

表2  申請仕様・試験体の材料構成
	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	表面材
	(1)表面フィルム層
	材料：①、②による表面フィルム層
①○○○○フィルム（非ホルムアルデヒド系）
質量：○○［±○○］g/m2
厚さ：○○～○○mm
②接着剤

材料：○○○○系接着剤

組成(製造時)：○○樹脂　　○○質量％

　　　　　　　○○○○　　○○質量％

(合計100質量％)
塗布量(固形量)：○○～○○g/m2
	材料：同左

①同左（同左）
質量：○○g/m2
厚さ：○○mm
②接着剤

材料：同左

組成：同左

塗布量(固形量)：○○g/m2

	
	(2)印刷層
	材料：○○○○インキ（非ホルムアルデヒド系）
塗布量(固形量)：○○～○○g/m2
	材料：同左（同左）
塗布量(固形量)：○○g/m2

	主素材
	(3)○○○○

樹脂層
	材料：次の①～⑤の組み合わせによる○○○○樹脂シート

①樹脂（非ホルムアルデヒド系）
材料：○○○○樹脂、質量：○○～○○g/m2
②無機質充てん剤（非ホルムアルデヒド系）
材料：○○○○、質量：○○g/m2
③顔料（非ホルムアルデヒド系）
材料：次に示すa、bの１つ又は組み合わせ

a.有機顔料（○○○○染料等）
b.無機顔料（○○○○、○○○○等）

質量：○○g/m2
④可塑剤（非ホルムアルデヒド系）
材料：次に示すa、bの１つ又は組み合わせ

 a.○○○○  b.○○○○
質量：○○g/m2
⑤安定剤（非ホルムアルデヒド系）
材料：○○○○、質量：○○g/m2
形状：シート状

質量：○○～○○g/m2
厚さ：○○～○○mm
	材料：同左

①樹脂（同左）
材料：○○○○樹脂

質量：○○g/m2
②無機質充てん剤（同左）
材料：○○○○
質量：同左

③顔料（同左）
材料：b.無機顔料
（○○○○）

質量：同左

④可塑剤（同左）
材料：a.○○○○
質量：同左

⑤安定剤（同左）
材料：○○○○
質量：同左

形状：同左

質量：○○g/m2
厚さ：○○m

	裏打材
	(4)接着剤層
	材料：○○○○系接着剤（非ホルムアルデヒド系）
塗布量(固形量)：○○～○○g/m2
	材料：同左（同左）
塗布量(固形量)：○○g/m2

	
	(5)裏打材
	材料：普通紙（非ホルムアルデヒド系）
質量：○○～○○g/m2
厚さ：○○～○○mm
	材料：同左（同左）
質量：○○g/m2
厚さ：○○mm


注：非ホルムアルデヒド系とは、第1種、第2種及び第3種ホルムアルデヒド発散建築材料に該当せず、塗料は「ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂、ホルムアルデヒド系防腐剤」を使用していないものであり、接着剤においては更に「メチロール基含有モノマー及びロンガリット系触媒」を使用していないもの。

4. 申請仕様の断面図：
申請仕様の断面図を図1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。

図1　断面図
＜例3：仕上塗材・塗料・接着剤＞
別　添

1. 材料名：
○○○○仕上塗材　　　　　※名称は、一般名としてください
2. 申請仕様の形状・寸法等：

申請仕様及び試験体の形状・寸法等を表1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
※塗布量は、実際に塗布する状態での量及び硬化時の固形量について記載してください。
※申請仕様に幅がある場合（製造条件で分けることができる場合等）は、○○～○○とし、公差ばらつきの場合には、○○[±○○]として下さい。

表1　申請仕様・試験体の形状及び寸法等

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	性状
	パテ状
	同左

	塗布量
	固形量　○○[±○]g/m2
塗布量　○○[±○]g/m2
	固形量　○○g/m2
塗布量　○○g/m2

	密度
	○○[±○]g/cm3
	○○g/cm3


3. 申請仕様の材料構成：

　申請仕様及び試験体の材料構成を表2に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。
表2　申請仕様・試験体の材料構成

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	(1)塗材

	種類：○○○○仕上塗材

材料：○○○○樹脂混入○○○○塗材
厚さ：○○[±○]mm

密度：○○[±○]g/cm3
塗布量(製造時)：○○[±○]g/m2
組成(製造時)：

水　　　　　　　 　　○○[±○]質量％

○○○○樹脂　　 　　○○[±○]質量％

○○○○ 　　　　　　○○[±○]質量％
○○○○　　　　　　 ○○[±○]質量％

 (合計100質量％)
	種類：同左
材料：同左

厚さ：○○mm

密度：○○g/cm3
塗布量(製造時)：○○g/m2
組成(製造時)：

水　　　　　　　○○質量％

○○○○樹脂　　○○質量％

○○○○　　　　○○質量％

○○○○　　　　○○質量％

 (合計100質量％)


4.申請仕様の断面図

　申請仕様の断面を図1に示す。なお、[　]内の数値は製造上の公差を示す。

（表面側）
　（1）塗材







　　　　ｔ
　　　下地材

（申請対象外）
　　　　　　　　　　　　　　　　　t:○○[±○]mm
図1　断面図

別　紙
施工仕様
施工手順(一例)
以下の例の様に当該仕様の施工方法の一例を簡潔に記載してください｡

(例)
(1)下　　地

下地(壁の場合:間柱･胴縁、天井の場合:野縁)の寸法、間隔について記載してください｡
(2)加　　工

現場での切断等があれば記載してください｡

(3)取り付け

釘打ち工法、接着工法、釘打ち接着併用工法等、取り付け方法について記載してください｡

(4)目　　地

上記取り付けの際の目地仕様を記載してください(突き付け、目透かし、ジョイナー仕様等)
なお、当該品を建具又は襖に用いる場合には、その施工方法と併せて、その申請品が用いられる部位がわかるよう、断面図等にて示してください。

　
　仕上塗材のように、半製品単体での申請の場合、標準施工を示して下さい。

施工図
施工図又は施工状況の写真(一例)
■施工図又は施工状況の写真を作成される上での注意点

①施工図は、壁、天井、床等の用途毎に、斜視図等により明確にわかるよう示して下さい。一例で結構です。
②施工図の記載内容は、施工方法にて記載された内容が、具体的にどのように行われるのかわかるように配慮をお願いします。

③申請仕様を建具に用いる場合には、建具のどの部分に用いるものか判別できるようにしてください。

④図面は、鮮明なものとしてください。
⑤建物への取り付け状態がわかるようなカタログや写真を添付していただいても構いません。
(施工図の例：作りつけ家具の場合)


注：建築基準法のシックハウス規制の部位に用いることを示して下さい。規制の部位については、「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル（工学図書）」等の資料をご参照下さい。
製造方法に関する資料

■製造方法を記載される上での注意点
製造工程フロー等(JIS工場における作業工程図(JIS Z 8206)等)により、原材料の受入、貯蔵、加工・成型、検査、保管、出荷等、原材料の受け入れから出荷までの流れを示してください。

　材料を組みあわせている場合には、個々の材料の受け入れ検査の説明を含めてください。
　木材を用いた材料の場合は、生木受入後の乾燥工程や防腐処理等について説明をお願いいたします。
 (製造工程フローの例)

[image: image1]


ホルムアルデヒド低減化処理剤の

低減化性能に関する資料
申請仕様にホルムアルデヒド低減化処理剤を含む場合には、「ホルムアルデヒド低減化処理 報告書」に「安全データシート(SDS)」を添付して提出いただく必要があります。詳細は担当者までご連絡ください。

ホルムアルデヒド低減化処理剤を含まない場合は、1ページ目の「ホルムアルデヒド低減化処理剤使用の有無」欄において「不使用」を選択してください。

なお、低減化処理剤の使用は、F☆☆☆相当の性能を有する申請材料をF☆☆☆☆の１ランクアップに用いる場合に限られます。

ホルムアルデヒド低減化処理 報告書（別途様式あり）記載内容
（１）ホルムアルデヒド低減化処理剤の名称、型番
（２）塗布量、塗布方法（要写真）
（３）反応メカニズム、モル比、濃度
（４）持続性の計算値
5年以上の持続性能があることを反応メカニズム等から計算値で示してください。

（５）３ヶ月以上の持続性実験結果
・製造直後の申請材料を切り出した試験体を用いて、処理の有無による比較試験を行った結果を報告書に記してください。
・基材にF☆☆☆☆の材料を用いた場合は省略することができます。
・第三者機関で試験を行った場合は、試験報告書の写しもご提出ください。

・評価委員会審議において本試験の結果と相関がないと判断された場合、評価不可という扱いとなる可能性があります。
この他、別添表2に次を記載の上、処理する部位を断面図に示してください。

表2　申請仕様及び試験体の材料構成

	項　目
	申　請　仕　様
	試　験　体

	（ｘ）ホルムアルデヒド低減化処理剤


	材料：○○系化合物
組成（製造時or固形量）：

　　○○系化合物　　○○[±○○]質量％

　　○○○○　　　　○○[±○○]質量％
(合計100質量％)
塗布量（製造時or固形量）：○○[±○○]g/m2
処理方法：（処理する部位、処理量、処理方法を記載）
	材料：○○系化合物
組成（製造時or固形量）：

　　○○系化合物　　○○質量％

　　○○○○　　　　○○質量％
(合計100質量％)
塗布量（製造時or固形量）：○○g/m2
処理方法：（処理する部位、処理量、処理方法を記載）


	申請仕様に、合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、その他木質系材料を含む場合（JAS系の材料）のみご提出ください。
申請仕様に、これらが含まれていない場合（化粧MDFや化粧パーティクルボード、壁紙等）には不要です。


性能評価申請に係る確認書

(木質系のホルムアルデヒド発散建築材料)
一般財団法人建材試験センター　殿

· 申請する建築材料には、木質系のホルムアルデヒド発散建築材料として、以下の材料が含まれます。
	申請品のうち、該当する項目にレ印をつけてください。

	□合板　　□木質系フローリング　　□構造用パネル　　□集成材

□単板積層材(LVL)　　□その他の木質系材料(　　　　　　　　)


· 上記の材料と、JASとの関係は次のとおりです。

(申請品のうち、該当する項目に○印又はレ印をつけてください。)
	項目
	上記の対象材料とJASとの関係

	(1)
	申請品はJASに該当する可能性があります。

	
	· JASマークの申請手続(要望書提出済、見積書承諾済)中です。

· JASマークの申請協議中です。日本合板検査会担当者名(　　　　　　)
(状況：□大臣認定手続可　□その他　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	(2)
	申請品は、JASに該当しないものです。

	
	· 林野庁林政部木材課担当官に確認済です。

· 日本合板検査会担当者(担当者名：　　　　　　　　　)に確認済みです。

· 次の点から、JASに該当しないことは明らかです。

(理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
なお、JASに該当することが明らかになった際には、JASマーク申請をします。

	(3)
	次の理由によりJAS規格を取得することができません。

	
	· 申請品は海外で製造されるドア・家具等であり、加工された状態で輸入されるため、製品としてJAS規格に該当しません。

· 生産国に登録格付機関がないため、第一種格付を受けることができません。


■注意事項

※(1)～(3)の該当項目欄いずれかを選択し、適宜カッコ内を追記して下さい。

上記の事項に相違ありません。

平成○○年○○月○○日

申　請　者：　○×産業株式会社　　　　　

連絡担当者：　○×　三郎　　　　　　　　印
試験体は、原則として申請する材料(一般に工場製品)から採取し、試験を行う所定の大きさに作製していただきます。ただし、材料から試験体を切り出して採取することが困難な場合には、申請仕様の性能を適切に評価できるよう当センター担当者が確認をした上、材料構成等を申請仕様と同一として所定の大きさに作製することができます。

注）試験体の採取等は、当センター担当者の指示に従って行ってください。

注）試験は、製造後28日以内に開封し試験に着手する必要がありますので、仕様が確定し、担当者と試験日程を調整してから試験体の準備を行って下さい。

　
試験体の採取・作製・梱包・発送について

①製品からの採取

a)製品の製造後7日以内に行ってください。原則として、製造工場内での採取になります。
b)壁紙の場合は、製造直後に行ってください。
c)接着剤、塗料、仕上塗材単体の申請の場合は、有効期限内の未開封品を採取してください。
②試験体の寸法及び数量

　a)試験体の寸法及び数量は次の通りです。切り出し前の製品の写真①を撮ってください。

　　ガラスデシケーター法：

50×150mmを厚さに応じて6～12枚を1セットにしたもの　4組　＋見本1片（50×150mm）
壁紙の場合は、幅なり×1m　2枚　＋見本1片(10㎝角程度で可)
　　小形チャンバー法：

放散面積を440cm2にしたもの（板状材料の場合は、165×165mm）　4組　＋見本1片
　　注）見本1片は、梱包不要・任意寸法で構いません。
③試験体の作製（切り出し）

a)製品から採取した日に、試験体が汚染されないようできるだけ清浄な環境下で作製してください。

b)試験体は、端部を除外し製品の中央部より切り出し、切り出し位置がわかる写真②を撮ってください。
　ロール状製品の場合は、1ｍ又は外側に面していた層を破棄し、その内側から切り出してください。
　c)試験体切り出しの際、熱により切断面が焦げないようご注意下さい。罫書きは、鉛筆のみ可です。
　d)接着剤、塗料、仕上塗材単体の申請の場合は、試験所にて下地材（申請者準備）に施工します。
④試験体の包装・保管及び発送

a)試験体は、作製後すみやかに1組毎にアルミニウムはくを用いて密着させて包装し、さらにポリエチレンの袋等により密封してください。梱包後の写真③を撮ってください。

注）包装の際には、試験に影響を及ぼす可能性のある粘着材を含むテープなどを試験体に直接貼り付けないようご注意ください。輸送時の振動等によりアルミニウムはくが破れた場合、試験は実施できません。緩衝材を充填するなどして包装が破れないよう配慮してお送りください。
b)試験体は、日射の当たらないできるだけ温度の安定した室内で保管の上、直ちに発送してください。保管、輸送時に28℃を超えることがないようにご注意ください。
c)試験体は以下の資料を同封し、当センター担当者宛に郵送してください。

1.試験体採取報告書（下記参照。別送可）

2.試験体の見本1片
3.試験体に関する製造証明書等の写し（製造工場で製造されたことがわかるもの。別送可）
試験体採取報告書について

a)試験体採取・作製時において撮影(デジタル可)した切り出し前の製品の写真①、切り出し位置がわかる写真②、梱包後の写真③を、次ページの試験体採取報告書の写真欄に貼付してください。
　接着剤、塗料、仕上塗材単体の申請の場合は、写真①製品容器外観、写真②製品の有効期限の表示としてください。
b)報告書は、製造日や試験体採取の責任者名等の必要事項を記入し、押印の上、郵送してください。

c)本報告書は、国土交通省への認定申請時に参考資料としてそのまま提出いたしますので、写真はカラーでお願い致します。

試験体採取報告書
（　　ＥＬ　　　）　
	申請者
	○×産業株式会社

	件名
	化粧パーティクルボード

	規制対象材料区分
（□にレ印）
	□合板

□木質系フローリング

□構造用パネル
	□集成材
□LVL
□MDF
	レパーティクルボード
□その他の木質建材
□ユリア樹脂板
	□壁紙
□接着剤

□塗料
	□保温材
□緩衝材
□断熱材
	□仕上塗材


	製造日
	20**年**月**日

	製造工場
	株式会社○×工業　　○×生産工場　　（埼玉県◎◎市◎◎町＊－＊＊－＊＊）

	試験体採取日
	20**年**月**日

	写

真
	試験体採取状況

切り出し前
	試験体採取状況

切断中（20**年**月**日）
	試験体採取状況

試験片梱包
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	提出する試験体は、申請内容と相違ありません。        　　　20**年**月**日
会社名：○×産業株式会社
担当者：　　　○×　三郎　　　　　　　　　 　　印


◆性能評価申請書の記載に関する補足◆

性能評価申請書の記載は、「性能評価申請書記載例」を参考にして下さい。

ホルムアルデヒド発散建築材料の性能評価申請書を記載する上での注意点は以下のとおりです。

○性能評価に係る事項

対象法令：申請の区分に応じて、以下のようにご記入下さい。

F☆☆☆☆申請の場合
施行令第２０条の７第４項の認定に係る性能評価

F☆☆☆申請の場合
施行令第２０条の７第３項の認定に係る性能評価

F☆☆申請の場合
施行令第２０条の７第２項の認定に係る性能評価

評価項目内容

項目名：ホルムアルデヒド発散建築材料

部位、時間：空欄のままとしてください。

申請仕様の名称

　申請対象の材料について、該当する規制対象の材料が判るように記載して下さい。

　規制対象の材料は以下のとおり。
	①合板

②木質系フローリング

③構造用パネル

④集成材

⑤単板積層材

⑥MDF　

⑦パーティクルボード

⑧その他の木質建材

⑨ユリア樹脂板
	⑩壁紙

⑪接着剤

⑫保温材

⑬緩衝材

⑭断熱材

⑮塗料（現場施工）

⑯仕上塗材（現場施工）

⑰接着剤（現場施工）


備考

　商品名：適宜ご記入下さい。特に無い場合は空欄で構いません。
　性能評価業務約款に基づく業務期日：業務期日を予め１２ヶ月以上にする場合に記入いただく欄です。通常は記載する必要はございません。

　添付図書：その他に「申請図書一式」とご記入ください。

○試験に係る事項

　事前打合せ：試験の実施に関して、打合せを行った当センターの担当者名をご記入下さい。

　試験体：空欄で構いません。

　試験項目：空欄で構いません。

　試験内容：上記「規制対象の材料」の種類（①～⑰）に応じて、試験法の名称を記入して下さい。

　　ガラスデシケーター法：①～③、⑥、⑦、⑩、⑪（壁紙施工用でん粉系接着剤）、⑮
　　小形チャンバー法：④、⑤、⑧、⑨、⑪～⑭、⑯、⑰

　　※小形チャンバー法は、①～⑰の材料すべてについて試験可能です。
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(4)接着剤層
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(1)表面フィルム層
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(2)印刷層





(5)裏打材





申請仕様
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試験体の作製に関する注意事項
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